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研究分野： 複素解析学 
科研費の分科・細目： 数学 基礎解析学 
キーワード：リーマン面，接続，等角写像，スパン，流体力学，粘性流体， 

              ナヴィエ・ストークスの微分方程式，ポアズイユ流 
 
１．研究計画の概要 
  リーマン面の接続（等角的埋め込み）に 

  際して登場する補集合の面積を表す関数の 
  流体力学的な意味，特にポアズイユ流と呼

ばれる粘性流体の流れとの関係を明らかに
すること． 

 
２．研究の進捗状況 
  進捗状況やこれまでの成果を述べるた

めには既存の結果についての簡単な考察
から始めるにのがよかろう．固定された単
葉型のリーマン面に対し，その接続の全体
がある円板に依って記述されること，およ
び埋め込みによって最初に与えられた面
に付加される部分の面積が流体力学的に
興味深い性質をもつことなどがすでに代
表者自身に依って示されている．この研究
課題ではこの考察を受けて，より高い種数
のリーマン面についても，特に具体的には
単葉型のあるいは種数が 1の場合について
も，面積を表す関数が流体力学的に興味あ
る性質を持つのではないかと予想し，その
証明を目論み，対応する粘性流体の性質
（粘性係数）を詳しく調べようとした．面
積を表す関数のうちで，種数が 1 の場合に
登場し双曲的距離によって記述される速
度ポテンシャルについては，ほぼ所期の目
的を達したと考えてよい．非ユークリッド
的に得られた関数が実はユークリッド的
に興味ある結果を示していることもほぼ
分かった．この事実は当初期待していたも
の以上の成果であった．これらは古典的な
ポアズイユ流の興味深い一般化を与えて
いる．ただし，現実世界の粘性流体とのよ
り詳細な対応についてはまだまだ研究の

余地があると思われる．もう 1 つの非ユー
クリッド的な関数，すなわち球面距離によ
って記述された速度ポテンシャルに関す
る考察は 23 年度以降の課題として留保さ
れているが，この研究を遂行するための大
きな方針は固まりつつあるので憂慮はし
ていない．このように個別に考察した速度
ポテンシャルの相互の関係，対応する粘性
流体の互いの関係など，あらたな研究課題
もまた生まれつつあるので，今後の展開に
も期待している． 

 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している．計画した
課題の幾つかはすでに解決された．新たな
問題も生じたので，今後の研究へと繋がり
得る． 

 
４．今後の研究の推進方策 
  粘性係数を具体的に求め得たことを基
礎として，当初の目標を達成するために，
実在流体との関係を調べること．また，リ
ーマン面論あるいは等角写像論への逆応
用があるかどうかも興味深い． 
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